
アンケート名 【教職大学院１年生向け】授業改善のための学生アンケート（Q4）

実施期間 2024/02/06～2024/02/15

時間割番号 30-01053

科目名 学校組織研究

担当教員 鈴木　瞬

受講者数 8

   

〔１．授業内容・授業の進め方について〕

【各科目とのかかわり方】

Q1　 授業への出席状況は，どの程度ですか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 皆出席 6 75.00%

2 1-2回欠席 2 25.00%

3 3-4回欠席 0 0.00%

4 5回以上 0 0.00%

Q2　 １回（90分）の授業のために行った予習・復習（授業中に出された課題を含む）の時間は平均してどの程度ですか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 3時間以上 3 37.50%

2 2-3時間 5 62.50%

3 1-2時間 0 0.00%

4 30分-1時間 0 0.00%

5 30分未満 0 0.00%

【シラバスの活用】

Q3　 シラバスはこの科目の選択や学修中のガイドとして参考になりましたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 大変参考になった 6 75.00%

2 ある程度参考になった 2 25.00%

3 あまり参考にならなった 0 0.00%

4 まったく参考にならなかった 0 0.00%

5 シラバスは見ていない 0 0.00%

第111回教職実践研究科会議 
（ Ｒ６．３．６ ）　　資 料　５　-　１



【授業内容】

Q4　 授業の水準はあなたが期待しているものから見てどうでしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 期待より高い 8 100.00%

2 期待よりやや高い 0 0.00%

3 期待通り 0 0.00%

4 期待よりやや低い 0 0.00%

5 期待より低い 0 0.00%

Q5　 授業内容に興味が持てましたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 非常に持てた 8 100.00%

2 やや持てた 0 0.00%

3 あまり持てなかった 0 0.00%

4 まったく持てなかった 0 0.00%

Q6　 授業は知識や視野などを広げるものでしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 非常にそう思う 8 100.00%

2 まあそう思う 0 0.00%

3 あまり思わない 0 0.00%

4 まったく思わない 0 0.00%



【授業の進め方】

Q7　 授業の進め方・熱意は 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 期待より高い 8 100.00%

2 期待よりやや高い 0 0.00%

3 期待通り 0 0.00%

4 期待よりやや低い 0 0.00%

5 期待より低い 0 0.00%

Q8　 授業のスピードは適切でしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 速すぎた 0 0.00%

2 やや速い 1 12.50%

3 適切 7 87.50%

4 やや遅い 0 0.00%

5 遅すぎた 0 0.00%

Q9　 参加の促し（アクティブラーニング）はあなたが期待しているものから見てどうでしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 期待より高い 8 100.00%

2 期待よりやや高い 0 0.00%

3 期待通り 0 0.00%

4 期待よりやや低い 0 0.00%

5 期待より低い 0 0.00%



Q10　 授業で用いた資料（テキスト・資料・プレゼン）は適切でしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 十分適切 7 87.50%

2 やや適切 1 12.50%

3 あまり適切ではない 0 0.00%

4 まったく不適切 0 0.00%

Q11　 その他，この授業について何かあれば自由に記入してください。

回答

質的研究は、自分の行っている実践研究に直結することなので、第４Qでは遅いと感じた。来年度もこの授業が行われるのであれば第３Qに行う方が良いのではと感じ
た。

自由記述

インタビューを実施し、質的研究の良さと難しさを学ぶことができた。今後の研究に活かしていける。

質的研究がどのようなものでどのような点に留意する必要があるのかが良く分かりました。自身の研究にもつながる非常に学びの多い授業でした。

自身の研究にも生かすことができる、学びの多い授業だった。

グループでRQを練り、個々でインタビュー・分析してからまたグループに戻るというカリキュラムによって、深く学べたと思います。

自由記述

自由記述



アンケート名 【教職大学院１年生向け】授業改善のための学生アンケート（Q4）

実施期間 2024/02/06～2024/02/15

時間割番号 30-01063

科目名 現代教育課題研究

担当教員 本所　恵

受講者数 16

   

〔１．授業内容・授業の進め方について〕

【各科目とのかかわり方】

Q1　 授業への出席状況は，どの程度ですか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 皆出席 11 68.75%

2 1-2回欠席 5 31.25%

3 3-4回欠席 0 0.00%

4 5回以上 0 0.00%

Q2　 １回（90分）の授業のために行った予習・復習（授業中に出された課題を含む）の時間は平均してどの程度ですか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 3時間以上 1 6.25%

2 2-3時間 0 0.00%

3 1-2時間 11 68.75%

4 30分-1時間 4 25.00%

5 30分未満 0 0.00%

【シラバスの活用】

Q3　 シラバスはこの科目の選択や学修中のガイドとして参考になりましたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 大変参考になった 8 50.00%

2 ある程度参考になった 8 50.00%

3 あまり参考にならなった 0 0.00%

4 まったく参考にならなかった 0 0.00%

5 シラバスは見ていない 0 0.00%



【授業内容】

Q4　 授業の水準はあなたが期待しているものから見てどうでしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 期待より高い 10 62.50%

2 期待よりやや高い 4 25.00%

3 期待通り 2 12.50%

4 期待よりやや低い 0 0.00%

5 期待より低い 0 0.00%

Q5　 授業内容に興味が持てましたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 非常に持てた 13 81.25%

2 やや持てた 3 18.75%

3 あまり持てなかった 0 0.00%

4 まったく持てなかった 0 0.00%

Q6　 授業は知識や視野などを広げるものでしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 非常にそう思う 13 81.25%

2 まあそう思う 3 18.75%

3 あまり思わない 0 0.00%

4 まったく思わない 0 0.00%



【授業の進め方】

Q7　 授業の進め方・熱意は 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 期待より高い 11 68.75%

2 期待よりやや高い 5 31.25%

3 期待通り 0 0.00%

4 期待よりやや低い 0 0.00%

5 期待より低い 0 0.00%

Q8　 授業のスピードは適切でしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 速すぎた 0 0.00%

2 やや速い 0 0.00%

3 適切 16 100.00%

4 やや遅い 0 0.00%

5 遅すぎた 0 0.00%

Q9　 参加の促し（アクティブラーニング）はあなたが期待しているものから見てどうでしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 期待より高い 7 43.75%

2 期待よりやや高い 2 12.50%

3 期待通り 7 43.75%

4 期待よりやや低い 0 0.00%

5 期待より低い 0 0.00%



Q10　 授業で用いた資料（テキスト・資料・プレゼン）は適切でしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 十分適切 15 93.75%

2 やや適切 1 6.25%

3 あまり適切ではない 0 0.00%

4 まったく不適切 0 0.00%

Q11　 その他，この授業について何かあれば自由に記入してください。

回答

自由記述

現場に即した内容からさまざまな社会と教育との関わりについて、毎回それぞれの先生方が高い専門性から分かりやすくお話をしてくださり、大変興味深く感じるとともに
今後の教員生活において大切なことを多く学ばせていただきました。

実務家教員からの実践的な教育課題のお話と研究者教員のお話があり、実践と理論の両面から、教育課題を考えることができた授業でした。

自由記述

自由記述

教職大学院以外の先生の講義を聞き、現代教育課題を教師以外の視点で捉える重要さを知った。

毎回、別の先生が、それぞれの専門分野の視点からお話をしてくださり、いろいろな角度から教育について考えることができて、視点を広げることができ、とても面白かっ
たです。

実務家教員の先生方の実践が、どれでも大変誠実で感銘を受けた。

自由記述

先生方それぞれの視点から教育を学べた貴重な時間でした。

自由記述

自由記述

実務家教員の実践をたくさん知ることができて良かった。また、普段あまり関わりのない学類の先生方の講義を受けることができて面白かった。

普段授業を担当されていない方も含め様々な先生方から、色々な視点で教育の抱える課題についてアプローチをかけていただけたのは興味深かった。

自由記述

自由記述



アンケート名 【教職大学院１年生向け】授業改善のための学生アンケート（Q4）

実施期間 2024/02/06～2024/02/15

時間割番号 30-01106

科目名 教育評価研究

担当教員 本所　恵

受講者数 15

   

〔１．授業内容・授業の進め方について〕

【各科目とのかかわり方】

Q1　 授業への出席状況は，どの程度ですか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 皆出席 9 60.00%

2 1-2回欠席 6 40.00%

3 3-4回欠席 0 0.00%

4 5回以上 0 0.00%

Q2　 １回（90分）の授業のために行った予習・復習（授業中に出された課題を含む）の時間は平均してどの程度ですか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 3時間以上 2 13.33%

2 2-3時間 4 26.67%

3 1-2時間 8 53.33%

4 30分-1時間 1 6.67%

5 30分未満 0 0.00%

【シラバスの活用】

Q3　 シラバスはこの科目の選択や学修中のガイドとして参考になりましたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 大変参考になった 8 53.33%

2 ある程度参考になった 7 46.67%

3 あまり参考にならなった 0 0.00%

4 まったく参考にならなかった 0 0.00%

5 シラバスは見ていない 0 0.00%



【授業内容】

Q4　 授業の水準はあなたが期待しているものから見てどうでしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 期待より高い 9 60.00%

2 期待よりやや高い 5 33.33%

3 期待通り 1 6.67%

4 期待よりやや低い 0 0.00%

5 期待より低い 0 0.00%

Q5　 授業内容に興味が持てましたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 非常に持てた 10 66.67%

2 やや持てた 5 33.33%

3 あまり持てなかった 0 0.00%

4 まったく持てなかった 0 0.00%

Q6　 授業は知識や視野などを広げるものでしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 非常にそう思う 12 80.00%

2 まあそう思う 3 20.00%

3 あまり思わない 0 0.00%

4 まったく思わない 0 0.00%



【授業の進め方】

Q7　 授業の進め方・熱意は 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 期待より高い 10 66.67%

2 期待よりやや高い 4 26.67%

3 期待通り 1 6.67%

4 期待よりやや低い 0 0.00%

5 期待より低い 0 0.00%

Q8　 授業のスピードは適切でしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 速すぎた 0 0.00%

2 やや速い 1 6.67%

3 適切 13 86.67%

4 やや遅い 1 6.67%

5 遅すぎた 0 0.00%

Q9　 参加の促し（アクティブラーニング）はあなたが期待しているものから見てどうでしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 期待より高い 9 60.00%

2 期待よりやや高い 3 20.00%

3 期待通り 3 20.00%

4 期待よりやや低い 0 0.00%

5 期待より低い 0 0.00%



Q10　 授業で用いた資料（テキスト・資料・プレゼン）は適切でしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 十分適切 12 80.00%

2 やや適切 3 20.00%

3 あまり適切ではない 0 0.00%

4 まったく不適切 0 0.00%

Q11　 その他，この授業について何かあれば自由に記入してください。

回答

教育に関する歴史や哲学に関する講義がとても興味深かった。初めて受講するにも関わらず、授業デザインや学生との関わりかたがとても参考になった。

描画法、運勢ライン法、ルーブリックといった普段あまり行わない評価にじっくり向き合う時間となった点については意義があった。その一方で、１４回の講義があったこと
を考えると、もう少し多くの種類の評価方法に触れる機会があってもよかったかなとも感じた。

自由記述

自由記述

あらゆる子どもの学びの表現方法があるということが分かりました。子どもが表現したものを評価し、指導に活かすという視点から評価方法について考えることができた
授業でした。また、学習科学の理論に基づく、授業デザインについても学び、考えることができました。

「本質的な問い」の受け取り方が、院生それぞれのまま、最後の講義を迎えようとしている。「本質的な問い」とは何かということを考え続けていくことが一番重要であると
すれば、それで良いのかもしれない。一方で、ある程度は、指定図書の筆者の考えをそのまま理解することも必要であるだろう。本所先生のご理解においては、これは本
質的な問いだが、これは違うだろうということも詳しく聞きたい。

自由記述

ストマスにとって難しい授業だったが、とても参考になった。

教科学習の経験が少ない自分にとっては、正直イメージしづらい部分も多くありましたが、今後、教科学習を担当することを考えると、評価の在り方を学ぶことは有意義で
した。課題については、教科学習の実践を具体的にイメージできず、とても悩みましたが、本所先生が親身になって相談にのってくださり、自立活動の事例で作成するこ
とができ、自立活動の指導の考え方についても新たな気付きを得ることができました。

自由記述

自由記述

自由記述

現場では評価とは何か曖昧なまま行われていることがわかり、勉強になった。

授業において思考したことをどのように表現させるのか、大変参考になった。パフォーマンス課題の作り方を学べたことも、大変良かった。

自由記述



アンケート名 【教職大学院１年生向け】授業改善のための学生アンケート（Q4）

実施期間 2024/02/06～2024/02/15

時間割番号 30-01113

科目名 探究教育プロジェクト

担当教員 本所　恵

受講者数 2

   

〔１．授業内容・授業の進め方について〕

【各科目とのかかわり方】

Q1　 授業への出席状況は，どの程度ですか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 皆出席 3 100.00%

2 1-2回欠席 0 0.00%

3 3-4回欠席 0 0.00%

4 5回以上 0 0.00%

Q2　 １回（90分）の授業のために行った予習・復習（授業中に出された課題を含む）の時間は平均してどの程度ですか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 3時間以上 0 0.00%

2 2-3時間 0 0.00%

3 1-2時間 1 33.33%

4 30分-1時間 1 33.33%

5 30分未満 1 33.33%

【シラバスの活用】

Q3　 シラバスはこの科目の選択や学修中のガイドとして参考になりましたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 大変参考になった 2 66.67%

2 ある程度参考になった 1 33.33%

3 あまり参考にならなった 0 0.00%

4 まったく参考にならなかった 0 0.00%

5 シラバスは見ていない 0 0.00%



【授業内容】

Q4　 授業の水準はあなたが期待しているものから見てどうでしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 期待より高い 1 33.33%

2 期待よりやや高い 1 33.33%

3 期待通り 1 33.33%

4 期待よりやや低い 0 0.00%

5 期待より低い 0 0.00%

Q5　 授業内容に興味が持てましたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 非常に持てた 2 66.67%

2 やや持てた 1 33.33%

3 あまり持てなかった 0 0.00%

4 まったく持てなかった 0 0.00%

Q6　 授業は知識や視野などを広げるものでしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 非常にそう思う 2 66.67%

2 まあそう思う 1 33.33%

3 あまり思わない 0 0.00%

4 まったく思わない 0 0.00%



【授業の進め方】

Q7　 授業の進め方・熱意は 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 期待より高い 1 33.33%

2 期待よりやや高い 1 33.33%

3 期待通り 1 33.33%

4 期待よりやや低い 0 0.00%

5 期待より低い 0 0.00%

Q8　 授業のスピードは適切でしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 速すぎた 0 0.00%

2 やや速い 0 0.00%

3 適切 3 100.00%

4 やや遅い 0 0.00%

5 遅すぎた 0 0.00%

Q9　 参加の促し（アクティブラーニング）はあなたが期待しているものから見てどうでしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 期待より高い 1 33.33%

2 期待よりやや高い 0 0.00%

3 期待通り 2 66.67%

4 期待よりやや低い 0 0.00%

5 期待より低い 0 0.00%



Q10　 授業で用いた資料（テキスト・資料・プレゼン）は適切でしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 十分適切 1 33.33%

2 やや適切 2 66.67%

3 あまり適切ではない 0 0.00%

4 まったく不適切 0 0.00%

Q11　 その他，この授業について何かあれば自由に記入してください。

回答

自由記述

自由記述

自由記述



アンケート名 【教職大学院１年生向け】授業改善のための学生アンケート（Q4）

実施期間 2024/02/06～2024/02/15

時間割番号 30-01212

科目名 学校組織と共生教育のデザイン

担当教員 吉川　一義

受講者数 7

   

〔１．授業内容・授業の進め方について〕

【各科目とのかかわり方】

Q1　 授業への出席状況は，どの程度ですか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 皆出席 7 100.00%

2 1-2回欠席 0 0.00%

3 3-4回欠席 0 0.00%

4 5回以上 0 0.00%

Q2　 １回（90分）の授業のために行った予習・復習（授業中に出された課題を含む）の時間は平均してどの程度ですか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 3時間以上 0 0.00%

2 2-3時間 2 28.57%

3 1-2時間 3 42.86%

4 30分-1時間 2 28.57%

5 30分未満 0 0.00%

【シラバスの活用】

Q3　 シラバスはこの科目の選択や学修中のガイドとして参考になりましたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 大変参考になった 2 28.57%

2 ある程度参考になった 5 71.43%

3 あまり参考にならなった 0 0.00%

4 まったく参考にならなかった 0 0.00%

5 シラバスは見ていない 0 0.00%



【授業内容】

Q4　 授業の水準はあなたが期待しているものから見てどうでしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 期待より高い 4 57.14%

2 期待よりやや高い 3 42.86%

3 期待通り 0 0.00%

4 期待よりやや低い 0 0.00%

5 期待より低い 0 0.00%

Q5　 授業内容に興味が持てましたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 非常に持てた 7 100.00%

2 やや持てた 0 0.00%

3 あまり持てなかった 0 0.00%

4 まったく持てなかった 0 0.00%

Q6　 授業は知識や視野などを広げるものでしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 非常にそう思う 7 100.00%

2 まあそう思う 0 0.00%

3 あまり思わない 0 0.00%

4 まったく思わない 0 0.00%



【授業の進め方】

Q7　 授業の進め方・熱意は 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 期待より高い 4 57.14%

2 期待よりやや高い 3 42.86%

3 期待通り 0 0.00%

4 期待よりやや低い 0 0.00%

5 期待より低い 0 0.00%

Q8　 授業のスピードは適切でしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 速すぎた 0 0.00%

2 やや速い 0 0.00%

3 適切 7 100.00%

4 やや遅い 0 0.00%

5 遅すぎた 0 0.00%

Q9　 参加の促し（アクティブラーニング）はあなたが期待しているものから見てどうでしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 期待より高い 5 71.43%

2 期待よりやや高い 1 14.29%

3 期待通り 1 14.29%

4 期待よりやや低い 0 0.00%

5 期待より低い 0 0.00%



Q10　 授業で用いた資料（テキスト・資料・プレゼン）は適切でしたか 【必須入力】

  回答数 回答率率  

1 十分適切 7 100.00%

2 やや適切 0 0.00%

3 あまり適切ではない 0 0.00%

4 まったく不適切 0 0.00%

Q11　 その他，この授業について何かあれば自由に記入してください。

回答

自由記述

様々な学校へ行き知見を広げることができた。また飯田先生の講義が良かった。

インクルーシブ教育、外国人児童生徒の教育、性的マイノリティなどについて、研究者や現場に関わる方々からお話を聞き、どのような点に留意して教育を考える必要が
あるのかが分かった授業でした。

様々な校種の現場を参観させていただいたり、話を伺わせていただいたりと、大変学びが多かった。

少人数制で、授業の進め方に柔軟に対応して頂き参加しやすかった。また、さまざまな現場で直に現地で働く人から話を聞く機会があり、とても勉強になった。

すごく面白かった。ものすごく勉強になった。

ジェンダーの視点がほとんどなかったため、ジェンダーの講義やそれを受けて自分で調べたこと、さらに院生同士の発表会はとても学びが多く、自分の価値観を変えるも
のになりました。また、様々な現場を見学し、担当者の方のお話を伺う機会を得て、インクルーシブについて、自分事として深く考えることができました。


